
発　

行　

者

藤
崎
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

広
報
委
員
会

藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

電
話　

七
五
―
三
二
三
二

白

寿
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老
連
会
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
の
お
知
ら
せ

一
、
日　

時　

６
月
19
日
㈯
午
前
９
時
（
小
雨
決
行
・
雨
天
順
延
）

　
　
　

※
午
前
８
時
45
分
迄
に
会
場
へ
集
合
し
て
下
さ
い
。

二
、
会　

場　

藤
崎
児
童
公
園
（
西
豊
田
一
丁
目
）

三
、    

参
加
料　

無
料
（
申
込
不
要
4

4

…
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
）

　
　
　

※
用
具
は
主
催
者
が
用
意
し
て
貸
与
し
ま
す
。

四
、
練
習
日　

子
ど
も
の
森
公
園
（
藤
崎
町
大
字
福
島
）

　
　
　
　
　
　

毎
日
…
午
前
９
時
～
正
午

　
　
　

 

藤
崎
児
童
公
園
（
西
豊
田
一
丁
目
）

　
　
　
　
　
　

火
・
木
・
土
…
午
前
９
時
～
正
午

　

※
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
部
会
員
が
練
習
し
て
い
ま
す  

　

の
で
、
お
気
軽
に
お
声
を
お
か
け
下
さ
い
。

　

用
具
も
用
意
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い
。

　

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
会
長　

各
位　

　

町
か
ら
の
補
助
金
は
６
月
15
日
㈫
迄
に
振
り
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
通
帳
を
確
認
し
て
下
さ
い
。
町
老
連
の
分
担
金
を
左

記
に
よ
り
納
入
し
て
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

一
、
納 

入 

額　
　

六
，
〇
〇
〇
円

二
、
納
入
期
日　
　

６
月
15
日
㈫
ま
で

三
、
納
入
場
所　

    

藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

温
泉
窓
口

　
　
　
　
　
　
　
　

常
盤
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

社
協
窓
口

町
老
連
か
ら
の
補
助
金
配
付
に
つ
い
て

 

女
性
部
長
・
若
手
委
員
長
・
広
報
委
員
長
・
専
門
部
長　

各
位

　

町
老
連
か
ら
補
助
金
を
左
記
の
と
お
り
配
布
致
し
ま
す
。

一
、
受 

渡 

日　

６
月
15
日
㈫　

９
時
か
ら
10
時
ま
で 

二
、
受
渡
場
所　

町
老
連
事
務
室
（
藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　

①
印
鑑
を
持
参
し
て
下
さ
い
。

　

②
総
会
資
料
の
未
提
出
の
専
門
部
は
、
持
参
し
て
下
さ
い
。

　

川
柳
結
社「
藤
崎
紫
柳
社
」に
つ
い
て  

⑶

曲
り
な
り
に
も
藤
崎
紫
柳
社
は
仲
間
同
士
の
助
け
合
い
の

心
を
温
め
つ
つ
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
昭
和
30
年
後
半
に
入

り
、
各
地
の
吟
社
で
は
川
柳
熱
が
高
ま
り
、
個
別
の
吟
社
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
県
下
大
会
と
い
う
〝
県
下
〟
の
付
く
大

き
な
大
会
が
、
数
多
く
開
か
れ
だ
し
ま
す
。
私
の
知
っ
て
い

る
範
囲
で
も
藤
崎
町
で
は
、
県
下
大
会
が
四
・
五
回
は
開
か

れ
て
お
り
、
春
・
秋
と
年
二
回
も
開
か
れ
た
年
も
あ
り
ま
す
。

藤
崎
町
は
、
弘
前
の
隣
の
町
で
あ
り
、
五
能
線
沿
線
で
、

利
便
性
も
良
く
会
場
と
し
て
よ
く
選
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
会

場
は
主
と
し
て
寺
院
の
法
光
寺
、
摂
取
院
と
、
町
の
公
民
館

の
畳
の
あ
る
大
広
間
も
借
り
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
頃
、

弘
前
地
区
あ
る
い
は
、
五
能
線
沿
線
に
は
、
著
名
作
家
が
多

く
、
五
十
嵐
さ
か
江
、
佐
藤
狂
六
、
齋
藤
し
げ
る
、
金
枝
万
作
、

宮
本
紗
光
、
工
藤
寿
久
さ
ん
等
十
指
に
余
る
程
居
り
ま
し
た
。

藤
崎
紫
柳
社
が
主
催
し
た
大
会
で
特
筆
し
た
い
事
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
参
加
者
が
会
場
で
受
け
付
け
し
、
会
場
に
入

る
前
「
関
門
吟
」
と
し
て
、
一
句
を
作
り
、
投
句
し
な
け
れ

ば
、
入
場
で
き
な
い
と
い
う
仕
組
み
で
す
。
思
考
す
る
時
間

は
、
そ
の
人
に
よ
り
け
り
で
、
作
句
の
早
い
人
は
、
イ
ン
ス

タ
ン
ト
的
に
す
ぐ
作
り
、
す
ぐ
投
句
。
遅
い
人
で
も
５
分
ぐ

ら
い
で
投
句
、
ホ
ッ
と
息
を
つ
き
入
場
と
な
る
わ
け
で
す
。

最
後
に
、
優
秀
句
に
は
賞
も
与
え
ら
れ
、
そ
れ
を
お
楽
し
み

に
し
て
い
た
人
達
も
か
な
り
居
り
ま
し
た
。

〝
む
ら
さ
き
〟
が
現
在
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
前

主
幹
で
あ
る
藤
井
幹
水
さ
ん
の
尽
力
が
あ
っ
た
か
ら
で
、
こ

の
こ
と
は
、
申
し
上
げ
る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、〝
む

ら
さ
き
〟
と
い
う
柳
誌
名
も
幹
水
さ
ん
の
提
案
で
、
藤
崎
町

の
花
で
あ
る
「
藤
」
は
、
む
ら
さ
き
色
で
、
紫
色
は
、
落
ち

着
き
の
あ
る
上
品
な
色
で
あ
る
こ
と
等
か
ら
〝
む
ら
さ
き
〟

と
い
う
柳
誌
名
で
は
…
…
と
、
満
場
一
致
で
決
め
ら
れ
ま

し
た
。〝
む
ら
さ
き
〟
の
創
刊
が
昭
和
51
年
の
１
月
か
ら
で
、

あ
と
１
年
半
で
四
〇
〇
号
に
な
る
わ
け
で
す
。
幹
水
さ
ん
の

事
が
惜
し
ま
れ
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
後
の
〝
む
ら
さ
き
〟
編

集
製
本
等
は
木
村
羊
川
さ
ん
が
引
き
受
け
ら
れ
、
本
当
に
よ

か
っ
た
と
胸
を
な
で
お
ろ
し
て
い
ま
す
。

長
文
に
な
り
ま
し
た
が
、
現
在
の
紫
柳
社
の
面
々
を

チ
ョ
ッ
ピ
リ
紹
介
し
ま
す
。

紫
柳
社
は
、
現
在
９
名
で
、
男
が
４
名
、
女
性
は
５
名
だ

け
と
い
う
小
グ
ル
ー
プ
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
も
紫
柳
社
は
、
女
性
に
支
え
ら
れ
て
き

た
よ
う
な
も
の
で
す
。

今
ま
で
の
私
の
知
っ
て
い
る
女
性
の
柳
友
で
の
あ
る
方
を

あ
げ
ま
す
と
、
大
谷
み
つ
さ
ん
、
阿
部
ト
キ
さ
ん
、
野
呂
け

い
子
さ
ん
、
菊
池
き
く
え
さ
ん
、
町
田
さ
く
え
さ
ん
等
で
す
。

　

◉
現
在
の
会
員
の
横
顔

　

野
呂　

文
坊
…
…
…
川
柳
づ
く
り
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　

福
井　

藤
人
…
…
…
繊
細
な
表
現

　

ち
ょ
ち
ょ
じ
…
…
…
五
所
川
原
の
方
、
句
の
重
厚
さ

　

木
村　

羊
川
…
…
…
人
間
性
の
あ
る
豊
か
な
句

　

成
田　

波
麻
…
…
…
地
道
で
体
験
豊
富
な
句	

　

田
中
さ
ち
子
…
…
…
実
力
ず
ん
ず
ん

　

佐
々
木
ト
ミ
ヱ
…
…
努
力
し
た
重
み
の
あ
る
句

　

小
笠
原
み
な
み
…
…
表
現
法
は
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ

　

清
水　

川
魚
…
…
…
何
年
や
っ
て
も
ダ
メ
で
す
ネ

◉
紫
柳
社
の
活
動

　

現
在
紫
柳
社
で
は
、
毎
月
一
回
月
例
句
会
を
開
い
て
い

　

ま
す
。
日
時
は
、
第
二
金
曜
日
、
午
後
一
時
よ
り
町
文
化

　

セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室
を
お
借
り
し
て
開
い
て
い
ま
す
。

◉
六
月
の
俳
句  

宿
題
に
つ
い
て

　
　

出　

題　

三
題
「
小こ
み
み耳

」「
ラ
イ
バ
ル
」「
窮
き
ゅ
う
く
つ屈

」

　
　

席　

題　

一
題 （
選
者
が
決
め
て
い
ま
す
。）

　
　

互
選
句　

一
題
「
カ
タ
ロ
グ
」

    　

川
柳
面
白
い
よ
‼

    　

み
ん
な
来
な
ハ
レ
‼

        

脳
ト
レ　

ぼ
け
防
止
‼

清
水
稼
志
男
　

去
る
３
月
16
日
㈫
、
10
時
よ
り
藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
於
い
て
女
性
部
定
時
総
会
を
開
催
。
今
回
は
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
を
受
け
女
性
部
役
員
14
名
に
て
議
案
の
審
議
を
し
ま
し

た
。
物
故
会
員
へ
の
黙
祷
の
後
、
議
案
第
一
号
令
和
２
年
度

事
業
報
告
・
議
案
第
二
号
令
和
２
年
度
収
支
決
算
に
つ
い
て
、

及
び
議
案
第
三
号
令
和
３
年
度
事
業
計
画
案
、
議
案
第
四
号

令
和
３
年
度
収
支
予
算
案
に
つ
い
て
、
関
連
が
あ
る
の
で
一

括
で
審
議
し
全
議
案
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
左
表
参
照
）

令
和
二
年
度
は
役
員
の
改
選
時
に
当
た
り
ま
す
。
残
念
な

が
ら
旧
役
員
の
内
１
名
は
退
会
、
も
う
１
名
は
町
外
へ
転
居

さ
れ
、
役
員
は
14
名
と
な
り
、
今
年
度
は
14
名
で
運
営
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ス
タ
ン

ス
に
気
を
つ
け 

２
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

①
８
月
22
日
「
手
作
り
手
提
げ
籠
」
づ
く
り
17
名
参
加
、

②
９
月
19
日
、
健
康
講
座
「
笑
っ
て
健
康
に
」
21
名
参
加
頂

き
、
一ひ
と
と
き時
コ
ロ
ナ
感
染
を
忘
れ
楽
し
ん
で
頂
け
た
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
、
未
だ
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
出
来
る
こ
と
を
考

え
、
女
性
部
奉
仕
活
動
の
一
環
と
し
て
雑
巾
作
り
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
各
自
で
材
料
を
持
ち
寄
り
、
雑
巾
作
り
を
単
位

ク
ラ
ブ
に
も
協
力
し
て
頂
き
、
双
方
合
わ
せ
て
二
百
枚
と
な

り
、
明
徳
中
学
校
と
藤
崎
中
学
校
へ
そ
れ
ぞ
れ
百
枚
ず
つ
寄

贈
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

6　月　行　事　予　定　表
日 曜 行　　事 時刻
1 火 囲碁・将棋部 12:30
2 水

3 木
役員会 10:00
囲碁・将棋部 12:30

4 金
5 土
6 日
７ 月 芸能部 12:00

8 火
日本舞踊部 12:00
囲碁・将棋部 12:30

9 水 茶道部 13:00
10 木 囲碁・将棋部 12:30
11 金
12 土
13 日

14 月
生け花部 10:30
芸能部 12:00

15 火
町老連分担金納入日 午前中
専門部、委員会へ補助金配布日　〃
囲碁・将棋部 12:30

16 水
17 木 囲碁・将棋部 12:30
18 金
19 土 グラウンドゴルフ大会   9:00
20 日

21 月
芸能部 12:00
広報委員会 13:30

22 火
日本舞踊部 12:00
囲碁・将棋部 12:30

23 水 茶道部 13:00
24 木 囲碁・将棋部 12:30
25 金
26 土
27 日

28 月
生け花部 10:30
芸能部 12:00

29 火
囲碁・将棋部 12:30
【白寿】配布日 9時以降

30 水

　
　
　

令
和
3
年
度　

主
な
行
事
計
画

４
月

役
員
会

中
止

５
月

奉
仕
活
動
（
雑
巾
縫
製
）

中
止

６
月

研
修
旅
行

日
時
未
定

7
月

健
康
講
座

日
時
未
定

8
月

体
験
コ
ー
ナ
ー

日
時
未
定

９
月

料
理
講
習
会

日
時
未
定

10
月

軽
ス
ポ
ー
ツ

日
時
未
定

11
月

役
員
研
修

日
時
未
定

2
月

役
員
会
・
監
査
会

日
時
未
定

3
月

女
性
部
総
会

日
時
未
定

藤
紫

老
連
分
担
金 

納
入
の
お
願
い

令和２年度女性部総会資料から
令和２年度　収　入　の　部（決算）

項　目 決算額 説　明
補 助 金 100,000  町老連

事　業
収　入 35,100  体験コーナー　17名× 1,300　22,100

  役員研修           13 名× 1,000　13,000

繰 越 金 22,232 前年度繰越金

 雑 収 入 0
 合  　計 157,332

令和２年度　支　出　の　部（決算）
項　目 決算額 説　明
会議費 24,894 総会

事業費 41,164 体験コーナー28,556，健康講座　　12,606 

事務費 8,430 総会資料コピー　他

負担金 0
予備費 880 ホルダー

 合  　計 75,368

　　総収入　　　総支出　　3年度へ繰越し
　157,332 円 － 75,368 円 ＝ 81,964 円

老
連  
女
性
部
総
会
か
ら
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三
浦
　
進
　

 

好
天
に
耕
す
畑
急
が
せ
る　

高
木
ア
ツ
子

写
真
置
き
リ
モ
ー
ト
気
分
で
ご
面
会

鈴
木
　
て
つ

気
配
し
た
ポ
ス
ト
を
開
け
る
独
り
ぼ
ち

石
動
　
弘
一

八
十
路
で
も
僕
に
は
楽
し
ユ
ニ
カ
ー
ル

　

雑　

感

矢
沢　

佐
々
木
茂
美　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
り
は
じ
め
て
か
ら 

知
人
増
え

早
朝
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
め
し
お
い
し

一
関
門
通
過
し
た
ボ
ー
ル
に
気
分
晴
れ

よ
く
い
っ
た
の
に
ア
ウ
ト
ボ
ー
ル
の
笛
悔
し

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
了お

え
温
泉
で
汗
流
す

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
で
き
る
体や

か

た
育
館
建
設
を

老
人
ク
い
つ
の
集
い
も
笑
顔
で
終
る

老
人
ク
研
修
旅
行
で
は
女
が
主
役

老
人
ク
朝
夕
会
う
た
び
会
釈
を
交
わ
す

老
人
ク
入
会
い
や
が
り
古
希
を
越
ゆ

ス
ポ
ー
ツ
大
会
老
人
パ
ワ
ー
意
気
た
か
し

ス
ポ
ー
ツ
大
会
お
尻
が
も
の
い
う
風
船
割
り

紙
粘
土
始
め
て
手
に
し
っ
く
る
花

紙
粘
土
あ
み
だ
様
も
神
妙
に

役
に
立
つ
は
ず
の
講
座
す
ぐ
忘
れ

活
気
あ
る
芸
能
集
会
他
を
圧
す

菊
の
花
初
心
者
と
は
思
え
ぬ
逸
品
そ
ろ
う

福
助
と
い
う
初
め
て
知
る
菊
の
花

凧
づ
く
り
孫
と
の
合
作
乙
な
も
の

凧
づ
く
り
こ
の
ま
ま
素
直
に
と
祈
る
の
み

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
孫
と
の
や
り
と
り
凧
つ
く
る

う
る
わ
し
い
会
話
で
終
わ
る
凧
づ
く
り

凧
づ
く
り
あ
が
っ
て
く
れ
る
か
危
ぶ
ま
れ

凧
づ
く
り
お
じ
い
ち
ゃ
ん
よ
り
孫
上
手

来
年
も
や
っ
て
ほ
し
い
凧
づ
く
り

老
騎
手　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

透

モ
ノ
レ
ー
ル
で
羽
田
空
港
に
向
か
う
時
に
、
車
窓
の
右
手

に
競
馬
場
が
見
え
る
。
大
井
競
馬
場
で
あ
る
。
ご
存
じ
と
思

う
が
、
競
馬
に
は
府
中
・
東
京
・
中
山
・
京
都
・
阪
神
等
の

中
央
競
馬
と
、
大
井
・
川
崎
・
佐
賀
・
盛
岡
な
ど
の
地
方
競

馬
が
あ
る
。
変
わ
っ
た
所
で
は
〝
ば
ん
え
い
〟（
津
軽
地
方

の
馬
力
大
会
と
同
様
な
も
の
）
と
言
っ
て
馬
橇そ
り

に
荷
物
を
積

ん
で
、
大
型
馬
が
二
〇
〇
ｍ
走
る
競
馬
場
も
あ
る
。

大
井
競
馬
場
に
は
現
役
最
高
齢
の
的
場
文
男
（
64
歳
で
47

年
間
騎
乗
し
、生
涯
七
、三
五
一
勝
）
と
い
う
老
騎
手
が
い
る
。

最
近
、
新
聞
を
見
て
も
出
場
し
て
い
な
い
の
で
、
も
し
か
し

た
ら
引
退
し
た
の
か
な
と
思
っ
て
い
た
ら
、
偶
然
見
た
テ
レ

ビ
で
放
送
さ
れ
て
い
た
。
ど
う
も
怪
我
を
し
て
休
ん
で
い
た

ら
し
い
。
競
馬
競
技
は
か
な
り
危
険
で
あ
り
、
時
々
落
馬
で

怪
我
を
し
て
乗
り
替
わ
り
が
あ
る
。

こ
の
的
場
さ
ん
は
地
方
競
馬
な
の
で
余
り
名
前
を
知
ら
れ

て
い
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
七
千
勝
を
超
え
る
勝
利
は
本

当
に
す
ご
い
事
な
の
で
あ
る
。
皆
様
ご
存
じ
の
武た
け

豊
ゆ
た
か

騎
手

は
四
千
百
勝
程
で
あ
る
。
更
に
す
ご
い
の
は
武
騎
手
は
50
代

前
半
で
あ
る
が
、
的
場
騎
手
は
六
十
四
歳
と
い
う
年
齢
で
、

も
う
爺
さ
ん
で
あ
る
。
何
と
な
く
で
あ
る
が
、
ス
ポ
ー
ツ
新

聞
で
大
井
の
レ
ー
ス
を
見
る
と
的
場
騎
手
が
出
て
い
な
い

レ
ー
ス
は
寂
し
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
存
在
感
の
あ
る

人
物
で
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
黄
綬
褒
章
を
受
章
し
た
の

で
あ
る
。

因ち
な

み
に
、
青
森
県
出
身
の
柴
田
善よ
し
お
み臣
と
い
う
す
ご
い
騎
手

が
い
る
。
五
十
四
歳
で
Ｊ
Ｒ
Ａ
（
日
本
中
央
競
馬
会
）
の
最

年
長
ジ
ョ
ッ
キ
ー
で
二
、二
八
四
勝
し
て
い
る
。
た
い
し
た

も
の
で
あ
る
。

我
々
老
人
の
代
表
で
あ
る
的
場
さ
ん
も
柴
田
さ
ん
も
可
能

な
限
り
活
躍
し
て
い
た
だ
き
、
私
達
を
激
励
し
て
ほ
し
い
も

の
で
あ
る
。

　

去
る
４
月
23
日
㈮
「
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
模
擬
訓

練
」
が
と
き
わ
会
病
院
特
設
会
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
目

的
は
、
集
団
接
種
の
ス
タ
ッ
フ
役
割
の
対
応
確
認
と
緊
急
事

態
へ
の
対
処
方
法
の
確
認
で
す
。
老
連
会
員
は
、
接
種
さ
れ

る
側
と
な
り
、
例

え
ば
、
足
の
不
自

由
な
人
、
予
約
券

を
忘
れ
た
人
、
問

診
票
の
忘
れ
た
人

な
ど
、
色
々
な
役

割
を
演
技
し
協
力

し
ま
し
た
。

◇
◇
　
川
　
柳
　
◇
◇
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111

先
輩
に
学
ぶ　
　
　
　
　
　
　
　

旧
藤
崎
町
老
連
文
集
「
白
寿
」
か
ら

　
　
　
　
　

第
一
号 

昭
和  

57
年
度　

⒀

　　藤崎町コロナワクチン集団接種会場の紹介
　　　ときわ会病院裏（旧東洋医学館）　

コロナワクチン接種が始まりました。集団接種会場となる「ときわ会病院

特設接種会場」の見取り図です。接種の際の参考にして下ださい。

この他の個別接種は、関場クリニックと樽沢医院で接種できます。

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
集
団
接
種
模
擬
訓
練  

参
加

　
　
　
　
　
　
　

  

町
老
連
よ
り
五
〇
名
体
験

【ワクチン接種までの主な流れ】

① 90歳以上の方から、順次接種券を送付しています。

②接種券が届きましたら、専用番号に電話し予約してください。

③予約後に、予約券が届きます。

④予約当日にワクチンを接種します。

⑤３週間後に２回目のワクチンを接種します。（終了）


